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埼玉県生活協同組合連合会の概要（2024年  7月現在）

■組織概要
会員生協
県内14生協
（地域3、大学5、医療1、各種4、連合会1）� �
準会員1

会員組合員数（のべ）
234万人（コープデリ連合会除く）

会員事業高
1,961億円� �
（埼玉労済生協・コープデリ連合会除く）

その他	�
埼玉県消費者団体連絡会および埼玉消費者被害
をなくす会の事務局

設立�
1972年6月27日

助け合いの組織である生協として、
これからも‘ずっとくらしのなかに’あり続け、
地域にとってなくてはならない存在となるよう
取り組んでいきます

日頃より会員生協および埼玉県生協連へのご協力、ご支援に対し、厚く御礼
申し上げます。
物価の高騰が続き、社会保障費の負担増など、実質賃金は目減りしています。
さらに、超少子高齢化、世界的な紛争の拡大、気候変動、自然災害、食料問題など、
たくさん課題があるなかで、国連が、2025年を 2回目となる「国際協同組合年」
と定めました。これは、SDGs を推進するうえで、協同組合の役割が重要であ
ると認識されたからと受け止めています。
埼玉県生協連は、国際社会からも期待される協同組合の一員として、また、
助け合いの組織である生協として、「安心してくらし続けられる地域社会（埼玉）」
と「誰一人取り残さない持続可能な社会」の実現に向けて、行政・諸団体の皆
様と連携をさらに深め、‘ ずっとくらしのなかに ’ あり続けられる存在となれる
よう活動を進めてまいります。
引き続き、各界の皆様よりご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ

埼玉県生活協同組合連合会
会長理事　吉川　尚彦

■役員
代表理事 
会長理事 吉川　尚彦 （員外･常勤・専務理事兼務）

常務理事 大久保美紀 （員外・非常勤・有識者）

常務理事 長谷川　悟 （生活協同組合コープみらい　執行役員）

常務理事 増永　哲士 （医療生協さいたま生活協同組合　専務理事）

常務理事 森田　康生 （生活協同組合パルシステム埼玉　専務理事）

理 事 深堀和香子 （生活協同組合コープみらい　理事）

理 事 山水磨留美 （生活協同組合パルシステム埼玉　常任理事）

理 事 鳥山　直人 （生活クラブ生活協同組合　常務理事）

理 事 橋本　陽子 （生活クラブ生活協同組合　副理事長）

理 事 丸山久美子 （医療生協さいたま生活協同組合　常務理事）

理 事 柳川　聡一 （埼玉県勤労者生活協同組合　専務理事）

理 事 前田　和弘 （埼玉県労働者共済生活協同組合　専務理事）

理 事 後藤　晴雄 （さいたま住宅生活協同組合　理事長）

理 事 亀井　隆　 （生活協同組合・さいたま高齢協　専務理事）

理 事 河本健太郎 （埼玉大学生活協同組合　専務理事）

理 事 熊﨑　伸　 （コープデリ生活協同組合連合会　理事長）

特定監事 高橋　正己 （医療生協さいたま生活協同組合　常勤監事）

監　　 事 木村　隆之 （生活協同組合コープみらい　監事）

監　　 事 藤井　義博 （生活協同組合パルシステム埼玉　監事）

1



埼玉県生活協同組合連合会と会員生協の取り組み

彩の国食と農林業ドリームフェスタへの出展
協同組合連携の一環として、4年ぶりに開催されたドリームフェ

スタに、4会員生協（コープみらい、パルシステム埼玉、生活クラ
ブ生協、医療生協さいたま）と埼玉県生協連が出展し、フードバ
ンク埼玉を含めた各ブースをつなぐスタンプラリーを実施しました。

�JA埼玉県女性組織協議会との早春交流会
JA埼玉県女性組織協議会と生協との第29回早春交流会は、お互いを知るこ

とを目的に、各生協・JAの組合員組織や活動内容をテーマに交流しました。

4都県生協連共催学習会
東京・千葉・神奈川・埼玉の生協連共催企画として、「どうする若者、どうする

わたしたち　～若者との対話から、未来を考える～」を開催し、社会活動や意見
の発信などに積極的に活動する3人に登壇いただき、価値観や活動の視点、彼
らが目指すこれからの社会についてお話しいただきました。

行政との連携・県議会各派との懇談

協同組合連携

埼玉県との定期協議
定期協議を年2回開催し、埼玉県生協連として、埼玉
県への要望や生協指導検査の結果等について協議し、
会員生協からの報告をおこない、懇談しました。

各種審議会等への委員派遣
埼玉県からの各種審議会や協議会等への委員派遣に協力し、生協・消費者団体としての意見を伝えています。

　　  幅広い県内ネットワークづくりの取り組み

会派懇談
2023年度は、埼玉県議会5会派と開催し、生協の取り組みを報告し、懇談しました。
懇談では、会員生協の活動状況についての報告、県内生協グループの介護福祉事業
の現状報告と介護保険制度などを中心に意見交換しました。

九都県市合同防災訓練への参加
埼玉県との災害時における基本協定に基づき、合同防災訓練に参加しています。
8月、第44回九都県市合同防災訓練(埼玉県会場)が志木市役所周辺といろは親水
公園で行われ、会員生協とともに救援物資配布訓練などを実施しました。

埼玉県予算編成ならびに行政執行に
関する要望書を提出

2023年12月20日無所属県民会議との懇談

野菜釣り花当てゲーム、竹細工、握力測定選手権、映像での活動紹介など、
工夫を凝らして出展

4年ぶりの実参加での交流となり、会場は熱気に
包まれました

東京都生協連会議室を会場に、オンラインおよび
アーカイブ視聴で開催しました
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消費者課題に関する取り組み

第59回埼玉県消費者大会
県内22団体が実行委員会を結成して開催。午前の全体会記
念講演では、寺島実郎さんに講演いただきました。午後の「食と
農業」「環境」の2つの分科会はハイブリッドで開催、会場はほ
ぼ満員でした。

埼玉県食品衛生安全局との懇談会
消費者団体との懇談会では、埼玉県食品衛生監視指導の現
状と課題、鳥インフルエンザや豚熱の発生状況について説明い
ただき、消費者からは「フードテック」についてリスクコミュニケー
ションの要望などを伝えました。

安心してくらし続けられる地域社会（埼玉）づくり

地域の見守り

第2回学習会「しまねのおたがいさま」について学習しました
生協がつながりを持つ団体や個人にも参加を呼

びかけた学習会では、多様な団体や人の連携による
地域社会づくりの実践について、しまねの地域つな
がりセンター事務局長の野津久美子さんに講演いた
だきました。

「埼玉まるごとヘルスチャレンジ2023」と「高齢者の低栄養」学習会
県内の協同組合が実行委員会を結成し

て、健康づくりを意識して取り組む「埼玉ま
るごとヘルスチャレンジ2023」をよびかけま
した。また、健康に関する学習のひとつとして、
埼玉県委託事業県内消費者団体地区別研
修会④では「高齢者と低栄養」をテーマに
学習しました。

助け合い活動交流会で学習、交流しました
各生協の福祉助け合い活動に関わる組合員・職員が集ま

り開催した活動交流会では、ミニ学習として、都内で親子に
寄り添う訪問型支援活動について学び、各生協の活動のしく
みや活動について報告・交流しました。

「おたがいさま」のしくみや自立的運営について多くの
質問がありました

講師の野津久美子さん

9グループで交流 NPO法人バディチーム岡田
妙子さんによる講演

2月、医療生協さいたま保健師による学習会 ヘルスチャレンジの案内

実行委員会報告と埼玉県への要請について報告

記念講演講師 
寺島実郎さん

埼玉県から7人、8消費者団体9人が出席しました
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　　誰一人取り残さない持続可能な社会づくり

環境・エネルギーに関する取り組み

第1回学習会「これからのライフスタイルを考える�  
～ファッションから考える持続可能な未来～」
環境省「ファッションと環境」タスクフォースリーダー岡野隆宏さんを講
師に、衣服が作られてから廃棄されるまで、ファッション産業が環境に与
える影響について説明いただきました。11月の県内消費者団体地区別
研修会でも、同じくサステナブルファッションをテーマに学習しました。

第38回埼玉県原爆死没者慰霊式
17団体が実行委員会を結成して開催された第38回埼玉県原爆死没者慰
霊式には、被爆者やご遺族など130人が参列しました。また、県立熊谷高校
の生徒らによる平和の誓いの言葉が述べられました。

埼玉県生協連ピースフォーラム
オキナワ、ヒロシマ、ナガサキ行動の参加者が現地での体験を報告、グ
ループ交流で共有を深めました。日々のくらしや活動の中で何ができるの
か、参加者どうしで話し合う機会となりました。

平和や国際活動に関する取り組み

関東農政局との意見交換会
「食料・農業・農村基本法の改定に向けて」をテー
マに開催されました。消費者団体からは多岐に渡って
意見や質問が出され、意見交換がされました。

埼玉消費者被害をなくす会とともに
埼玉消費者被害をなくす会が埼玉県から委託を受

けた3つの事業（高齢者等見守り促進事業・消費者被
害防止サポーター活動推進事業・インターネット適正
広告推進事業）をはじめ、県生協連として協力しました。

安心してくらし続けられる地域社会（埼玉）づくり

電力についての学習会
県内消費者団体地区別研修会③で「電力をめぐる状況とわたしたちの電
気料金」をテーマに学習し、各自の電気料金明細などを見ながら、わかったこ
とやわからなかったことなどグループ交流し、理解を深めました。

関東農政局から5人、8消費団体10人出席しました

消費者力アップ学習会vol.1「親子で学ぶ
インターネットとの付き合い方」

消費者被害防止サポーターフォローアップ
研修 地域別交流会

（株）地球クラブ事業部の江口さんに説明いただきました

各生協から38人（うち小中学生4人）が参加
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地域・医療・各種・大学・
連合会など、14生協が加盟し、
のべ約234万人の県民が

加入しています。

会員生協の
紹介 生活協同組合コープみらい

日々変化する食やくらし、多様
な価値観に応え続けるため、
コープみらいを含むコープデリ
グループは2035年のめざす姿
「ビジョン2035」を掲げまし
た。「ともに」の力で笑顔の明
日を迎えられる社会の実現に取
り組みます。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

さいたま市南区根岸1-5-5
048-864-1181
375万2,240人
4,304億3,477万円� ＊事業エリア　千葉県・埼玉県・東京都

地域生協地域生協
共同購入、個人宅配・店舗、その他電気小売事業などの商品や共同購入、個人宅配・店舗、その他電気小売事業などの商品や
サービスを提供しています。　サービスを提供しています。　

生活協同組合パルシステム埼玉
食の「安全・安心」、環境保
全型農業の推進はもちろん、
子育てや高齢者、困窮世帯の
支援等に取り組み、地域の方々
のくらしに貢献する事業と活動
を行なっています。今後も組合
員一人ひとりの思いを大切に、
地域に根差した生協を目指して
まいります。
所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

蕨市錦町2-10-4
048-432-7093
22万5,193人
323億2,348万円

生活クラブ生活協同組合
今年、生活クラブ生協は50周
年を迎えます。生活クラブ独自
の基準で作られた食材や生活
用品の共同購入だけでなく、お
おぜいの組合員や生産者、地
域の人たちが出会う活動を大事
にしています。地域の課題に向
き合い、健康で安心して暮らせ
るまちづくりを目指しています。
所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

川口市小谷場206
048-424-2763
3万6,228人
100億3,900万円

さいたま住宅生活協同組合
「住まいは人権」を基本に、SDGsに貢
献する住まい「明日家」の提案や、年に
１度の全組合員対象の無料住宅診断の
実施、耐震診断・改修、断熱改修など、
組合員に寄り添い、安心して快適に住み
続けられる住まいづくりを目指しています。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

さいたま市浦和区仲町2-10-12
048-835-2801
24,322人
6億311万円

生活協同組合・さいたま高齢協
高齢者が「寝たきりにならない、
しない」「元気な高齢者がもっ
と元気に」をめざし、介護予
防の取り組みを行っています。
また、介護を必要とする人には
訪問介護や居宅介護支援で住
み慣れた街で安心して暮らせる
よう、よりよいケアを進めています。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

所沢市向陽町2001-3
04-2941-2111
777人
9,430万円

介護サロンでのヨガ教室のようす

各種生協各種生協

埼玉県労働者共済生活協同組合
埼玉労済は2024年3月11日に創立
60周年を迎えました。これからも、も
しもに備え「共済」を通じ、変わら
ぬ安心のため組合員の皆さまに寄り
添い「みんなで助け合い、豊かで安
心できる社会づくり」を進めていきます。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

さいたま市中央区下落合1050-1
048-822-0631
59万1,580人
240,835口

埼玉県勤労者生活協同組合
高齢化社会の中、地域の高
齢者支援にどのように貢献
できるのか、住宅生協として
地域のニーズに合わせて柔
軟に対応し、高齢者が安心
して暮らせる環境の整備や
生活の質の向上に努めるこ
とを目標としています。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

川口市本町4-2-3
048-251-3089
5万4,191人
2億3,673万円
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コープデリ生活協同組合連合会
2024年6月、組合員と働く仲
間がともに掲げるコープデリグ
ループ共通のビジョン「ビジョン
2035」をスタート。“食べるし
あわせ、自分らしいくらし「とも
に」の力で、笑顔の明日を”の
実現に向け、グループ一丸となっ
て取り組んでまいります。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
会 員 数：

事 業 高：

さいたま市南区根岸1-6-12
048-839-1371
6会員（コープみらい、いばらきコープ、とちぎコープ、コープぐんま、
コープながの、コープデリにいがた）
4,573億4,221万円

東都生活協同組合
いのちとくらしを守るため、産
直･国産品をはじめ安全･安心
な商品･サービスの供給を中心
に活動と事業を展開。持続可
能な社会に向け、生産者･取
引先と共に国内農業を守り、
食料自給率の向上を図る食の
未来づくりを進めています。

所 在 地：

Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

東京都世田谷区船橋5-28-6
吉崎ビル4階
03-5374-4750
26万500人
336億2,267万円

東都生協50周年感謝祭「Tohto Week」を
9月と2月に開催。約9千人が来場し、産地･
メーカーと交流しました

準会員生協準会員生協連合会連合会

医療生協医療生協

医療生協さいたま生活協同組合
コロナの影響や社会的・家庭的な理由
から、高齢者だけでなく成人層のフレイ
ルと、※子どものロコモティブシンドロー
ムが報告されています。大人のフレイル
と子どもロコモの予防を中心に、健康
づくりと健診受診の取り組みを進めます。
※ロコモティブシンドローム
　�年齢とともに骨や筋肉、関節、神経などの働
きが弱くなり、立つ・歩く動きがしにくい状態。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

川口市木曽呂1317
048-294-6111
23万7,128人
245億1,887万円

子ども保健企画で盛り上がった「人間ツ
リー」。大人がツリーになり、子どもは
大人の体にしがみついて1周まわる遊び

大学生協大学生協
学生・教職員で組織され、食堂・店舗・共済などの事業を行って学生・教職員で組織され、食堂・店舗・共済などの事業を行って
います。　います。　

埼玉大学生活協同組合
埼玉大生協は埼玉大学の魅力
づくり、地域や環境への貢献な
ど大学生協ならではの活動を
行っています。2024年も様々
な取り組みを行い、大学・組
合員から必要とされる生協を目
指していきます。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

さいたま市桜区下大久保255
048-853-1764
8,780人
6億8,957万円

跡見学園女子大学生活協同組合
コロナ禍を経て、まだまだ厳し
い経営状況は続いていますが、
学生の不安や危機に対応して
いけるよう、試行錯誤しながら
も、学生と協力し、総体で取
り組んでいく決意です。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

新座市中野1-9-6
048-481-0727
4,115人
1億3,938万円

十文字学園生活協同組合
十文字学園生活協同組合は、
厳しい事業環境の中、「十文
字学園女子大学と組合員に選
ばれ、支持される生協を目指し
ます」を基本方針に、理事会・
職員・学生委員会が一体となっ
て事業をおこなっていきます。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

新座市菅沢2-1-28
048-489-1277
2,699人
9,225万円

淑徳大学みずほ台生活協同組合
淑徳大学埼玉キャンパスはキャ
ンパス再編2年目を迎えていま
す。淑徳大みずほ台生協は多
くの組合員が充実した大学生
活を過ごせるようサポートしてい
きます。
コロナ以降念願だった学生委
員会活動も再開し、様々な企
画を実施しています。
所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

入間郡三芳町藤久保1150-1
049-259-5151
957人
6,390万円

大東文化学園生活協同組合

年間を通じた活動で、
活気ある生協を目指します。

所 在 地：
Ｔ Ｅ Ｌ：
組 合 員 数：
事 業 高：

東松山市岩殿560
0493-35-1521
7,966人
3億8,158万円

6
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2024年3月31日現在

埼玉県内の配達車両数 

トラック台数 1,527台 
1日平均1,472台が県内各地で配達を実施

※コロナ禍で減少したが、
　2019年度は３万時間を超える

組合員どうしのおたがいさまの
「助け合い活動」（生活支援活動）を
４生協が実施し、

年間16,988時間

埼玉県内にある
会員生協の事業所 147ヵ所 

宅配センター 37
店舗 47
介護事業所 35

病院(診療所含む）15
有料老人ホーム 1
物流センター 12

フードドライブ常設ヵ所数 36ヵ所
年間のフードドライブ重量 12,338kg

市民活動をサポートする助成制度を
４生協が実施し、

77団体に1,245万円を助成
2生協が、進学が困難な若者を支援する
奨学金制度を実施し、
1,413人を対象に16,936万円給付

さいたま市との包括連携協定
●コープみらい

自治体との災害時協定

●2生協のべ37自治体

●5生協のべ193自治体

埼玉県との包括的連携協定

●コープみらい　●パルシステム埼玉 
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組合員の活動の
拠点となる施設 45ヵ所

埼玉県との災害時協定

●埼玉県生協連 　●コープみらい自治体との
高齢者等見守り協定

埼 玉 の 生 協  2024

2023 年度会員生協主要データ

埼玉県生活協同組合連合会
〒 330-0064 埼玉県さいたま市浦和区岸町 7-11-5

TEL：048-844-8971　FAX：048-844-8973
https://www.skenren-coop.jp


